




























Questionnaire Survey on Nursery School and Kindergarten 
Children with Disabilities and Difficult Behavior (3)
－ Focus Attention on Trend of Nursery School and Kindergarten Pertinent 




















































障害のある子ども（在籍） 207（43.4％） 39（  8.2％） 8（1.7％） 254（  53.2％）
障害のある子ども（在籍なし） 73（15.3％） 113（23.7％） 14（2.9％） 200（  41.9％）
無回答 5（  1.0％） 0（  0.0％） 18（3.8％） 23（    4.8％）
総数 285（59.7％） 152（31.9％） 40（8.4％） 477（100.0％）
図１　障害のある子どもの在籍状況（幼保および公私別）
図２　「気になる」子どもの在籍状況（幼保および公私別）
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　障害のある子どもと「気になる」子どもとが、一
緒に在籍していると回答した保育所・幼稚園は、
207カ所（43.4％）だった。これは、障害のある子
どもが在籍している園の81.5％、「気になる」子ど
もが在籍している園の72.6％に該当していた。また、
障害のある子の受け入れと「気になる」子どもの受
け入れの関連性に関する、X 2独立性検定の結果がx2
＝93.6，p＜ .01となり、極めて有意であった。
（イ） 幼稚園・保育所における「障害」のある子ど
もおよび「気になる」子どもを含めた行事「運
動会」の活動展開
①運動会の実施状況と開催時期について
　特別行事「運動会」は、１カ所を除くほぼ全ての
保育所・幼稚園で実施されていた。実施していない
と回答した１カ所は、その理由にとして、「（今まで
は行っていたが、）不審者の侵入等から子どもを守
る」ことを挙げていた。
　開催月は、図３で示すように、10月が389カ所
で最も多く（81.6％）、次いで９月が78カ所となり
（16.4％）、両者で全体の98.0％を占めた。
② 運動会に向けた活動展開と具体的な配慮や援助に
ついて
　運動会を意識した活動の導入時期については、
「４週間前」が197カ所と最も多かった（41.3％）（図
４）。一方で、「ふだんの生活・活動の積み重ねなの
で、運動会を意識した活動は特に行っていない」と
いう回答が、41カ所（保育所：32カ所、幼稚園：7
カ所、不明：２カ所）あり、この回答については、
保育所と幼稚園で有意な差がみられた（x2＝8.57，p
＜ .01）。
　障害のある子を含めた活動展開については、記述
式で回答を求め、その結果を千葉大学教育学部附属
特別支援学校の実践研究の枠組みを参考４）に、筆
者ら５名で協議し、表２のように区分した。
　全体的な傾向として、表２に示すように、障害の
ある子どもおよび「気になる」子どもに対して、保
育士や教諭がさりげなく近くにいて、個別的に声を
かけたり、直接手助けを行ったりする『保育者が側
についての配慮』を挙げた保育所・幼稚園が、およ
そ半数みられた。また、「学級全体に、その子への
支援（見守りや応援等）について確認する」「ペア
になった子どもにその子との関わりについて確認す
る」といった『友達・学級集団全体への配慮』や「職
場の合意として、一日、その子の側につくようにす
る」「特定の種目では、保育者が側につくようにす
る」などの『保育者の配置による配慮』、「練習の様
子を離れて自由に参観できる状況をつくり、少しず
つ参加できるようにした」などの『（個別的な配慮
としての）練習方法の配慮』について、いずれも３
割近い幼稚園・保育所での記述が見られた。一方
で、「練習のイメージが高まるような朝のお集まり
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図３　運動会の開催時期
図４　運動会の導入時期
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をする」「朝のお集まりで話し合って、練習種目を
決める」といった『期間中の一日の生活の流れでの
配慮』や「練習はできるだけ短時間で集中できるよ
うにする」「一つの種目に時間をかけすぎないよう
にする」などの『（生活の流れとしての）練習方法
の配慮』を挙げる保育所・幼稚園は、１割に満たな
い結果となった。
　保育所と幼稚園による回答の傾向について、『種
目そのものの工夫や配慮』に関する記述について、
x2=4.68，p＜ .05となり、有意となった。
　特に配慮が必要だった１名の子どもについて、当
日の活動参加を５段階で評価してもらったところ、
９割の保育所・幼稚園が、「大変よく参加した」「よ
く参加した」と回答した。一方で、「あまり参加し
なかった」「ほとんど参加しなかった」と回答した
のは、10カ所で、内、対象とした子どもの年齢が
１・２歳という場合が６カ所だった。なお、クラス
カル・ワーリス検定では、当日の評価の傾向と当日
までの配慮や工夫点との間に有意な差は見られなか
った（H値＝8.57，x2（0.95）＝21.0，8.57＜21.0）。
４．考　察
（ア） 運動会に向けた活動展開の実際について（全
体的な傾向）
　特別行事である「運動会」は、１園を除くすべて
の園が実施し、その時期は年度のおよそ中間（９～
10月）である園がほとんどであった。運動会の位置
づけに関する調査は、1987年に、宗高らが幼稚園教
諭および保護者へ実施したものがあり、「園の方針
や地域性のちがいによって、多少調査結果に相違は
みられるが、ほとんどの教師や保護者は、運動会を
数ある園行事の中でも高く位置づけている」という
結論を導き出している５）。報告からおよそ20年経過
した現在でも、「運動会」は、保育所・幼稚園また、
そこに携わる保育士・教諭にとって、重要な位置や
意味合いを持っていることが示唆された。
　また、配慮を要する子どもを含めての活動参加に
向けた配慮については、個別的な関わりや参加度の
調整、友達や学級全体への配慮や保育者の配置によ
る配慮等が３割近くを占め、運動会への当該幼児が
参加できるよう、多くの工夫が行われている現状が
うかがえた。
　一方で、お集まりの内容を工夫するなど一日の流
表２　具体的配慮や支援に関する自由記述の分析・整理の視点および結果
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れの中における配慮や、練習時間等の練習方法にお
ける配慮等、保育所および幼稚園で過ごす子どもた
ち全体の保育内容に関わる配慮に関しては、回答率
が全体の1割以下であり、今後さらに検討が可能な
領域であることが示唆された。
　
（イ） 「保育所」と「幼稚園」で見られた傾向の違い
について
　本稿では、得られた回答数の多さを受け、「保育
所」「幼稚園」というフィールドの違いに着目した
分析を行った。その結果、障害のある子どもの受け
入れや、運動会に向けた活動展開への捉え方および
具体的な配慮の一部で、フィールドごとの傾向が見
られた。
　まず、障害のある子どもの受け入れについては、
今回の調査で、Ｃ県内における公立保育所が担う役
割の重要性が示唆される結果となった。また、障害
のある子どもの在籍がある保育所・幼稚園ほど、い
わゆる「気になる」子どもの在籍傾向も高い実状が
うかがえた。障害のある子どもの受け入れ先に関す
る現状は、石井（2009）が、幼稚園および保育所の
園長等管理職に対して行った質問紙調査で、障害の
ある子どもの受け入れに関して、「障害の有無に関
わらず可能な限り受け入れる」と回答した属性傾向
とほぼ似た割合を示した４）。また、石井は、統合保
育を行うにあたっての園の運営や経営に関する自由
記述の中に、私立幼稚園の管理職の多くが、人件費
の経済的負担をマイナスの影響として挙げている一
方で、公立保育所の管理職は、加配保育士が確保で
きることで園全体の保育に余裕が持てることをプラ
スの要因として挙げている場合があることを指摘し
ており４）、障害のある子どもの受け入れ先に属性傾
向が出る背景として、人的な配置を講ずることがで
きるかという点が関連していることが考えられた。
　また、運動会に関する回答では、以下の２点で、
保育所と幼稚園での傾向の違いが見られた。１点目
は、運動会を「特別行事」として捉えるか、「普段
の保育の延長」として捉えるかという、行事への考
え方に関する点について、２点目は、運動会に向け
た活動展開に際して、種目そのものを検討するとい
う包括的な視野に立っての配慮を行っているかどう
かという点である。須山ら（1999）は、運動会には、
保育観や保育方法が具体化されており、子どもの内
面に育つものとしての描画にその違いがかなり明確
にみられたことを実証している６）。すなわち、今回
の結果から示唆された「行事の捉え方」や「活動展
開」における違いは、子どもの内面に育つものにも
影響を及ぼしていると推測される。実際にどのよう
な影響の違いがみられるか等については、今後の検
討課題として挙げられるであろう。
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